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防犯・防災により強い
 地域づくりを目指して！防犯・防災により強い
 地域づくりを目指して！

日越地区社会福祉協議会・日越小学校
日越地区社会福祉協議会では日越小学
校と連携し、安心・安全なまちづくりの一環
として、児童・保護者からあいさつ標語を
募集しました。標語は大型パネルとのぼり
旗にして、小学校の音楽発表会で披露され
ました。
大型パネルとのぼり旗の作製は、赤い羽
根共同募金が活用されています。

Pick
Up!!

正規職員（一般事務・介護職員）募集！
詳しくは5ページをご覧ください。



◆◆◆ 特集　権利擁護について特集　権利擁護について ◆◆◆

権利擁護支援課
イメージキャラクター
トモニンくん

−2−−3−

地
域
で
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
に

あ
な
た
の
権
利
を
守
り
、支
援
し
ま
す

権
利
擁
護
支
援
課
の
活
動

権
利
擁
護
に
関
す
る
総
合
的
な
相
談
に
対
応
し
て

い
ま
す
。
関
係
機
関
と
連
携
し
、
み
な
さ
ん
の
身
近

な
相
談
窓
口
と
し
て
丁
寧
に
対
応
い
た
し
ま
す
の
で

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
相
談

み
な
さ
ん
の
思
い
を
丁
寧
に
お
聴
き
し
、
様
々
な
方
向
か
ら
一
緒

に
考
え
て
い
き
ま
す
。

・
制
度
に
関
す
る
相
談
や
利
用
の
お
手
伝
い

・
申
立
て
書
類
に
関
す
る
手
続
き
の
ご
案
内

・
成
年
後
見
活
動
の
支
援

②
成
年
後
見
制
度
の
普
及
と
啓
発

セ
ミ
ナ
ー
や
出
前
講
座
を
開
催
し
、
制
度
を
正
し
く
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
普
及
に
つ
な
げ
る
活
動
を
行
い
ま
す
。

③
法
人
後
見
の
受
任

家
庭
裁
判
所
の
審
判
に
基
づ
き
、法
人
と
し
て
成
年
後
見
人
等
（
成

年
後
見
人
・
保
佐
人
・
補
助
人
）
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

④
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

判
断
能
力
の
不
十
分
な
方
が
、
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
本
人
と
の
契
約
に
基
づ
い
て
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
や
日
常
的
な
金
銭
管
理
の
お
手
伝
い
な
ど
を
行
い
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
と
は
…
？

よ
り
よ
い
方
向
性
を
み
な
さ
ん
と

一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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相
談
受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

権
利
擁
護
支
援
課

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
と
は
…
？

　
判
断
能
力
の
不
十
分
な
方
に
対
し
、
家
庭
裁
判
所
か
ら
選
任
さ
れ
た
支
援

者
が
、本
人
の
権
利
を
守
り
な
が
ら
、法
律
・
生
活
面
で
支
援
す
る
制
度
で
す
。

《
成
年
後
見
制
度
の
種
類
》

成
年
後
見
制
度
に
は
大
き
く
分
け
て
「
法
定
後
見
制
度
」
と
「
任
意
後

見
制
度
」
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。

〇
法
定
後
見
制
度

家
庭
裁
判
所
に
よ
っ
て
成
年
後
見
人
等
が
選
任
さ
れ
ま
す
。

・
判
断
能
力
が
常
に
欠
け
て
い
る
方　
　
→
後
見

・
判
断
能
力
が
著
し
く
欠
け
て
い
る
方　
→
保
佐

・
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方　
　
　
　
　
→
補
助

〇
任
意
後
見
制
度

公
証
役
場
で
、
判
断
能
力
が
不
十
分
に
な
っ
た
時
に
備
え
て
、
誰
に
ど

の
よ
う
な
援
助
を
し
て
も
ら
う
か
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
き
ま
す
。

成
年
後
見
人
等
が
行
う
支
援
の
一
例

・
ご
本
人
の
財
産
（
お
金
や
土
地
な
ど
）
を
管
理
し
ま
す
。

・
ご
本
人
に
代
わ
っ
て
契
約
を
結
ん
だ
り
取
り
消
し
た
り
し
ま
す
。

・�

ご
本
人
の
意
向
を
尊
重
し
、
必
要
に
応
じ
て
医
療
・
介
護
・
福
祉
等

の
手
続
き
を
支
援
し
ま
す
。

　
判
断
能
力
の
不
十
分
な
方
が
、
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
本
人
と
の
契
約
に
基
づ
い
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
日
常
的

な
金
銭
管
理
の
お
手
伝
い
を
行
い
ま
す
。

《
サ
ー
ビ
ス
内
容
》

①
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
お
手
伝
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
・
解
約
手
続
き
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
支

払
い
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
解
決
制
度
の
利
用
手
続
き

②
日
常
的
な
お
金
の
出
し
入
れ
の
お
手
伝
い

年
金
や
福
祉
手
当
の
受
け
取
り
に
必
要
な
手
続
き
、
医
療
費
、
公
共
料

金
等
の
支
払
い
手
続
き
、
預
貯
金
の
払
い
戻
し
や
解
約
、
預
け
入
れ
の

手
続
き

③
大
切
な
書
類
や
印
鑑
な
ど
の
お
預
か
り

年
金
証
書
、
預
貯
金
の
通
帳
、
銀
行
印
な
ど
の
預
か
り

〇
利
用
料
：
１
回
１
時
間
ま
で
1
2
0
0
円

　
　
　
　
　
（
１
時
間
を
超
え
る
場
合
は
30
分
毎
に
4
0
0
円
）

〇
ご
本
人
と
の
契
約
に
な
り
ま
す
。

主
な
支
援
内
容

成
年
後
見
人
っ
て

な
に
？

成
年
後
見
人
っ
て

な
に
？

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

申
し
込
み
た
い

け
れ
ど

契
約
内
容
が

理
解
で
き
な
い…

親
族
後
見
人
っ
て

ど
う
し
た
ら

い
い
の
？

親
族
後
見
人
っ
て

ど
う
し
た
ら

い
い
の
？

物
忘
れ
が
あ
っ
て

お
金
の
管
理
が

心
配…

物
忘
れ
が
あ
っ
て

お
金
の
管
理
が

心
配…銀

行
に
行
っ
た
ら

「
手
続
き
に
は

成
年
後
見
人
が

必
要
で
す
」
と

言
わ
れ
た…

銀
行
に
行
っ
た
ら

「
手
続
き
に
は

成
年
後
見
人
が

必
要
で
す
」
と

言
わ
れ
た…
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虫
亀
い
き
い
き
会
の
10
月
の
活
動
は
、
バ
ス

ハ
イ
ク
で
市
外
の
道
の
駅
ま
で
お
出
か
け
し
ま

し
た
。
普
段
、
外
出
す
る
機
会
が
少
な
い
お

年
寄
り
に
と
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
発
見
が
あ
り
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

バ
ス
ハ
イ
ク
の
後
は
、
山
古
志
に
戻
り
、
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ご
み
苑
で
、
美
味
し
い
地

元
の
お
弁
当
を
食
べ
、
お
風
呂
や
カ
ラ
オ
ケ
で

ゆ
っ
た
り
と
過
ご
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
た
ま
の
お
出
か
け
は
い
ー

ね
。」「
や
っ
ぱ
り
山
古
志
が
一
番
」
と
、
笑
顔
で

思
い
思
い
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

「
お
弁
当
で
ー
す
」
と
配
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

が
毎
週
木
曜
日
の
夕
方
に
お
弁
当
を
届
け
ま
す
。

調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
協
力
で
、
新
米
の
コ

シ
ヒ
カ
リ
と
旬
の
材
料
を
取
り
入
れ
た
お
弁
当
で

す
。
利
用
者
さ
ん
か
ら
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」「
お
疲
れ
様
」「
お
い
し
く
て
毎
回
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
」
と
声
を
い
た
だ
き
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
元
気
に
暮
ら
す
支
え
に
な
れ
ば
と
活
動
し
て

い
ま
す
。

栃
尾
地
域
で
は
10
月
26
日
と
11
月
６
日
、
高

齢
者
サ
ロ
ン
に
参
加
し
て
い
る
方
々
を
対
象
に
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
皆
楽
荘
で
「
サ
ロ
ン
交
流

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
勢
の
参
加
者
は
、
地
域
の
保
育
園
児
と
交
流

し
た
り
、
普
段
、
食
事
サ
ー
ビ
ス
で
配
食
し
て

い
る
お
弁
当
を
食
べ
た
り
、
参
加
者
同
士
、
楽

し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
を
き
っ
か
け
に
、
ま
す
ま
す
サ
ロ
ン
活

動
が
活
発
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

つ
な
ご
う
、
ち
い
き
の
和

〜
地
域
の
取
り
組
み
に
ス
ポ
ッ
ト
！
〜

やまこし

てらどまり

とちお
　
皆
さ
ま
か
ら
心
あ
た
た
ま
る
た
く
さ
ん
の
寄
附
金
品

を
い
た
だ
き
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。い
た
だ
き

ま
し
た
金
品
は
、社
会
福
祉
の
た
め
、有
効
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

�

（
平
成
30
年
９
月
１
日
か
ら
10
月
31
日　
敬
称
略
）

月・日　
氏
名
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
品
名・金
額

〈
本
部
事
務
局
〉

９・７　

�

長
岡
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所�

代
表
世
話
人　
中
村　
友
信
��
一
九
、三
一
二
円

９・14　

�

新
潟
県
立
長
岡
向
陵
高
等
学
校�

福
祉
委
員
会
��
�
�
�
�
�
�
�
七
、八
八
〇
円

９・27　

�

長
岡
め
だ
か
の
学
校�

「
う
る
め
っ
子
学
園
」��
�
�
�
�
二
、五
六
七
円

10・10　

�

歌
謡
音
楽
祭
実
行
委
員
会
��
�
一
一
、六
一
一
円

10・17　

�

長
岡
長
生
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ�

会
長　
長
束　
一
男
��
�
�
�
四
六
、三
一
五
円

10・19　

�

長
岡
婦
人
水
泳
ク
ラ
ブ
��
�
�
一
七
、九
二
一
円

〈
越
路
支
所
〉

10・11　
西
脇　
功
��
�
�
�
�
�
�
�
五
〇
、〇
〇
〇
円

10・17　

�

越
路
民
謡
協
会�

会
長　
桑
原　
久
男
��
�
�
�
一
七
、一
一
一
円

〈
三
島
支
所
〉

10・９　
関
原
ま
つ
り
実
行
委
員
会
��
�
一
一
、〇
〇
〇
円

〈
小
国
支
所
〉

10・11　
山
田　
徹
夫
��
�
�
�
�
�
�
�
五
、〇
〇
〇
円

〈
和
島
支
所
〉

10・１　
山
﨑　
正
義
��
�
�
�
�
�
�
�
五
、〇
〇
〇
円

�

た
く
さ
ん
の
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平成31年４月採用の正規職員を募集します

　長岡市共同募金委員会では、「平成 30 年７月豪雨」や「北海道胆振東部地震」で被災された方々を支援するため、
義援金の募集を実施しています。お預かりした義援金は、被災地へ送金いたしました。
　皆様の温かいお気持ちに心より感謝いたします。

⃝山本地区町内会連合会　⃝宮内中学校　⃝岡南中学校
⃝ふれあい麻雀クラブ　⃝長永寺ラガーズ・かがやき隊　⃝岩田公民館
⃝歌声ボランティア　⃝与板地区民生委員児童委員協議会
　（事務局に直接お持ちいただいた団体を掲載。）
　※その他、多くの個人の方からも義援金の寄附がありました。

引き続き、義援金を受け付けています。

受付場所 長岡市共同募金委員会・各分会
（長岡市社会福祉協議会本部事務局・各支所） 振込の場合 長岡市社会福祉協議会のホームページの

新着情報をご覧ください。

●採用の方針　地域福祉の増進に理解と熱意のある人を採用します。
●採用職種等
採用職種・人数 職務内容 受験資格

一般事務職員
１人

地域福祉、権利擁護、ボランティア活動
支援、総務などの業務

採用時に25歳以下で普通自動車運転免
許を有する者

介護サービス事業職員
（保健師、看護師、准
看護師、介護士）
５人

訪問介護、通所介護、居宅介護支援（ケ
アプラン作成等）、地域包括支援センター
（高齢者相談、介護予防プラン作成等）
業務

①保健師、②看護師、③准看護師、④社会福
祉士、⑤介護福祉士、⑥介護支援専門員
※採用時に59 歳以下で、①～⑥のいずれかの資格及
び普通自動車運転免許を有する者

� ※資格は、採用日までに取得見込みのものを含みます。

●期　　日� 第１次試験� 平成 31年１月９日（水曜日）　
� 第２次試験� 一般事務職員　平成 31年１月24日（木曜日）
� � 介護サービス事業職員　平成 31年１月23日（水曜日）
� ※第２次試験は、第１次試験の合格者についてのみ行います。　

●会　　場　社会福祉センター�トモシア
●受付期間　平成 30年12月20日（木曜日）まで
●詳しくは、ホームページをご覧いただくか、本部事務局総務課（32-1442）へお問い合わせください。

採用情報

山本地区町内会連合会

災害義援金のご報告



長岡市
ボランティアセンター
イメージキャラクター

長岡市
ボランティアセンター
イメージキャラクター

トモセくんトモセくん

◆◆◆ 情報コーナーボラセンだより① ◆◆◆

福祉サービスに関する苦情相談のご案内
　福祉サービスに関する苦情について、事業者と話し合っても解決しな
いときや、直接事業者と話しにくいときは、新潟県福祉サービス運営適正
委員会へご相談ください。適切に解決されるよう支援いたします。
� ※相談無料、秘密厳守

〈問い合わせ〉県福祉サービス運営適正化委員会
　　　　　　（新潟ユニゾンプラザ内　新潟市中央区上所２-２-２）
　　　　　　TEL：025-281-5609

　毎年好評のファミリーコンサート♪　歌や楽器、語り
などのパフォーマンスを楽しみ、クリスマスソングをみ
んなで歌って過ごす交流サロンです。
　お仲間やご家族と一緒に、クリスマス・イブを楽し
く過ごしましょう。
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ふれあい福祉総合相談所
　日常の心配ごとや悩みごとに無料で相談に応じますので、お気軽にご利
用ください。相談に関するお問い合わせは、左記の「問い合わせ先」へお願
いします。（※長岡地域は本部事務局へ）
※秘密・プライバシーは固く守られますので、安心してご相談ください。
●一般相談
注）�平成30年５月より、長岡地域の相談体制が変更になりました。�
毎週火・木曜日は職員で対応いたします。

日時（土日祝日及び12月28日～１月４日までを除く）

長　岡 毎週月・水・金曜日　13:00～16:00　　※一般相談員対応
毎週火・木曜日　�　13:00～16:00　　※職員で対応いたします

中之島

毎週月～金曜日　9:00～12:00　13:00～16:00
※職員で対応しておりますので、来所される前にご連絡ください。

越　路
三　島
山古志
小　国
和　島
寺　泊
栃　尾
与　板
川　口

●法律相談（予約制）
日時（祝日及び12月28日～１月４日までを除く）

長　岡 毎週火曜日　13：00～16：00　※弁護士対応

情報コーナー情報コーナー情報コーナー
福祉の店パレット長岡

お 山 の 家 〈12月・１月催し物予定〉

●12月９日（日曜日）　10:30～15：00
	 『お山のクリスマス』
●１月20日（日曜日）　10:30～15：00
	 『迎春　歌い初め』

※詳細は下記へ問い合わせください。
　老人福祉センターお山の家 長岡市悠久町1-192-11　TEL・FAX：33-7448
※定休日　毎週木曜日

【問い合わせ先】�長岡市社会福祉協議会  市外局番（0258）

●本部事務局
　総 務 課	 TEL	32‐1442	 FAX	33‐6004
　地 域 福 祉 課	 TEL	33‐6000	 FAX	33‐6004
　権利擁護支援課	 TEL	32‐7833	 FAX	33‐6004
　ボランティアセンター	 TEL	94‐5588	 FAX	32‐5210
　　 	（ 貸 室 専 用 ）	 TEL	32‐5200	 FAX	32‐5210

●介護サービス課	 TEL	39‐2247	 FAX	31‐8830
　長岡市水道町３‒５‒30

●中之島支所 TEL	66‐0688 FAX	66‐0689
長岡市中野中甲1666番地２　サンパルコなかのしま内

●越路支所 TEL	92‐4656 FAX	92‐4924
長岡市来迎寺3697番地　越路総合福祉センター内

●三島支所 TEL	42‐3760 FAX	42‐3761
長岡市上岩井1261番地１　長岡市三島支所内

●山古志支所 TEL	41‐1180 FAX	59‐2081
長岡市山古志虫亀219番地２　山古志地域福祉センターなごみ苑内

●小国支所 TEL	95‐2027 FAX	95‐2591
長岡市小国町新町304番地１　おぐにコミュニティセンター内

●和島支所 TEL	74‐2911 FAX	74‐2912
長岡市小島谷3560番地１　高齢者コミュニティセンターゆきわり荘内

●寺泊支所 TEL	75‐2368 FAX	75‐2945
長岡市寺泊金山170番地３　老人憩いの家�夕映荘内

●栃尾支所 TEL	52‐5895 FAX	53‐2263
長岡市新栄町２丁目２番23号　栃尾保健福祉センター内

●与板支所 TEL	72‐4714 FAX	72‐4712
長岡市与板町本与板2380番地１　志保の里荘内

●川口支所 TEL	89‐3117 FAX	81‐5020
長岡市西川口1168番地　高齢者生活支援ハウス川口ぬくもり荘内

●障害者支援施設　守門の里
＜施設紹介＞
　一人ひとりの生きがいとゆとりの
ある生活の実現を目指し、日常生活を
支援する入所型の知的障害者支援施
設です。行事にも積極的に参加をし、
施設でも毎年地域住民と協力し感謝
祭を行う等、地域との繋がりを大切に
しています。
小銭入れ540円（税込）
　ポケットにも入る大きさで、少量の小銭を持ち歩くのに便利です。ア
クセサリー入れや小物入れとしても活用できます。
　革からの手作りのため、革製品を低価格で手にできるのも魅力です。
〈問い合わせ〉 福祉の店パレット長岡
・イオン長岡店3階　TEL・FAX：29－2113　営業時間 11:00～17:00
・社会福祉センタートモシア� TEL：32-5200� FAX：32-5210� 営業時間��9:00～17:00
・志保の里荘� TEL：72-4649� FAX：72-4712� 営業時間��9:00～17:00
・山古志地域福祉センター��なごみ苑�TEL：59-2080� FAX：59-2081� 営業時間��9:00～17:00
・セブンｰイレブン��アオーレ長岡店� TEL：34-5677� � 営業時間��7:00～23:00
・老人福祉センター��皆楽荘� TEL：52-1601� FAX：52-1601� 営業時間��9:00～17:00

アクセスマップ�長岡市社会福祉センタートモシア
� 【所在地】〒940‐0071　長岡市表町２丁目２番地21

� ※長岡駅大手口から徒歩約10分

長岡市社会福祉センター
トモシア

臨時・パート職員募集
〈本部事務局介護サービス課：長岡地域〉
　訪問介護員（常勤臨時・パート）
〈栃尾支所〉訪問介護員（パート）
〈川口支所〉�デイサービス介護職員（常勤臨時・パート）�

看護職員（パート）
★詳しくは介護サービス課または各支所へ問い合わせください。

♪トモシアクリスマスファミリーコンサート♪

～交流や体験から学ぶ～　福祉教育の推進

お気軽にお越しくださ
い！

お申し込み・お問い合わせ・ご相談は、長岡市ボランティアセンターまで　
長岡市表町2丁目２番地２１�長岡市社会福祉センタートモシア内�TEL：94－5588　FAX:32－5210

１２/２４（月・祝）
13:30～16:00

長岡市社会福祉センター
トモシア
１階　交流スペース

入場無料・申込不要

〈昨年の様子〉

　長岡市立黒条小学校の３年生の皆さんが、長岡市手話
サークルの方を講師に迎え、手話を体験しました。
　児童の皆さんは耳が不自由な方の生活の様子や、簡
単なあいさつの手話を学び「自分たちができることはな
いか」と考えるようになりました。
　また、交流や体験をとおし、相手を思いやる大切さを
実感した様子でした。
　�ボランティアセンターでは、社会福祉協力校を
支援しています。



◆◆◆ ボラセンだより②

長岡市ボランティア連絡協議会加入団体紹介

○長岡音声訳の会○
　視覚障害のある方のために、音声による情報の提供
(音訳）を行うボランティアグループです。
　それぞれが担当班に分かれて社協だよりや市政だより、
新聞、書籍などをCDに録音して、登録されている方々へ
発送します。
　音訳する文章が、より聞きやすく、正しく伝わるように
会員は勉強会を開き、日々技術の向上を目指しています。
利用者の「いつも楽しみに待っています」の声が、活動の
励みになっています。
　会の活動に興味がある方は、見学もできます。まずは
ボランティアセンターまでお電話ください。

　トモシアオープン2周年記念としてトモシア文化祭を開催しました。
　講演会「ボランティアのためのゲートキーパーの話」（自殺予防支援
の話）や、トモシアを利用している団体による賑やかなステージ発表、
さらに、さまざまな活動団体の紹介・パネル展示、カフェく・る～むの特
別メニューの販売など、盛りだくさんの内容で実施し、多くの方々に
ご来場いただきました。
　活動団体は「発表の場」「PRの場」「交流の場」として、来場者には
「新たな発見の場」として有意義な１日を過ごしていただきました。

この専用プレーヤーで録音した CD を聞きます

ご 報 告

トモシア文化祭
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